
     

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

経営理念『みんなの幸せをカタチにする』の実現に向けた新たな重点方策 

①  全体月次進捗会議の再開（対面＆Zoom 併用） 
  一緒に仕事し、生活の糧を得る仲間として、互いの存在を確認、認識できる場を設ける。 
②  部署ごとの SWOT ミーティングの実施（業務進捗会議に SWOT を導入） 
  会社や事業の方向性について意見を交わし、我々の仕事の価値や存在意義を考える機会を設ける。 

コロナ禍を経て、働き方やコミュニケーションの形が大きく変化しました。代表の山本より「社内には真逆

の考え方があっていい。だからこそ、意見が食い違っても話し合うことをルールにしよう」と呼びかけ、互い

の考えを尊重しながらも支え合う組織文化の重要性を強調しました。社員一人ひとりが安心して働ける職場環

境を土壌とし、より高い付加価値をお客様へ提供できる企業を目指して、コミュニケーションの量と質を高め

る年にしていくことを全員で確認しました。 

一幸建設 第４８期 下半期 経営指針発表会 １０月３日  本社事務所&ZOOM

料金後納 

ゆうメール 

IKKONEWS 2025.10 月号 №97 

地元密着東三河での不動産と建築のことなら小さなことでもお気軽にご相談下さい！ 

※ニュースレターがご不要な場合はお手数ですが 0532-46-9336 まで 

〒441-8071 豊橋市大山町字西大山 52 番地 https://ikko-group.jp/ 

働く人の安心を支える  ― 退職金制度の見直し ―

 今期一幸建設では社員一人ひとりの将来の安心を支えるため、退職金制度の 

見直しを行いました。これまで建設業特有の「建退共制度」を中心に運用して 

きましたが、職種や雇用形態の多様化が進むなか、より柔軟で公平性の高い 

「中退共制度」へ移行しました。全社員を対象とすることで、キャリアの形が 

変わっても制度が継続し、安心して⾧く働ける仕組みとなります。 

 また「建退共制度」については、パートナー企業への普及拡大に努め、建設 

労働者の処遇改善につながるようゼネコンとして努めていく方針を掲げました。 

この制度改定は、『みんなの幸せをカタチにする』という経営理念の実現に向 

け、「働く人を大切にする会社」への具体的な一歩として位置づけています。 

— DX 推進と「対話する組織文化」へ新たな一歩 — 
一幸建設では、48 期下半期の経営指針発表会を開催しました。 

これまでの対面形式に加え、営業所勤務や現場工程の都合で参加が難し

い社員にも参加機会を広げるため、Zoom を併用したハイブリッド形式

で実施しました。さらに、録画・文字起こし機能を活用し議事録を自動

作成するなど、社内 DX を一歩進めた形での開催となりました。 

代表山本より指針発表 

田尻取締役技術顧問より方針説明 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


